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①予定表でスケジュールを確認
②予約フォーム(Forms)から仮申込
-----③～⑥をPowerAutomateで実行-------------
③予定表へ反映

Sharepointで予約状況一覧を作成 、
申請者へ仮予約確定をメール通知
担当センター関係者へ予約内容をTeams通知

④予約フォームの内容を転記した「調査船予約利用
申請書」を作成

⑤担当者が④を必要に応じて加筆修正のうえ、承認
⑥申請者へ⑤を反映した申請書をメール添付し送信
-----------------------------------------------------
⑦申請者が申請書に必要事項を加筆し、提出し予約確定

【関係者全員】
・予約運航状況をリアルタイムで確認
【申込者】
・適時予約
・メール通知により、受付状況を把握
【受付側】
・申込内容を関係者で確認・共有
・申請業務の負担を軽減
・予約情報のデータベース化 → 今後進める収益化にも活用！

全てがアナログ対応であった調査船予約にかかる業務フローの一部をシステム化し、
予約状況等の可視化、申請書導入等の体制の整備に対応した

①電話や対面で船長へ申込
②船長の手持ちのカレンダーで調整・管理
③船長から電話で予約確定、変更等を連絡

既存の業務フローをシステム化するだけ
でなく、運用そのものを見直しました

効果試算
(年間予約数 削減時間(/回) 年間削減時間
約100件 × 約3時間 ＝ 約300時間

その他、数値に表れない利便性向上と波及効果
(運用を変更し、新規業務が追加されたが、
時間は短縮できた)

予約運航状況がリアルタイムで把握できない。
運航許可体制が不十分

1.現状と課題

2.システム開発

3.成果・効果

早く！正確に！みんなが共有！それでも事務負担は増やさない！

システム化した部分

人手による対応

システム化を図りたい部分
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